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午前９時２６分開会 

○委員長（嶋﨑 宏之） おはようございます。定刻

より若干早いですけれども、皆さんおそろいですの

で、ただいまから人口減少対策等調査特別委員会を

開会いたします。 

 改めまして、おはようございます。涼しくなって

きたと思ってましたけども、ちょっと昨夜来なんか

以前の蒸し暑さがぶり返ってまいりまして、気温の

ほうも３０度はちょっと下回るようですけれども、

やっぱり湿度がかなり高いような状況になってい

ますけれども、しっかりとインフルエンザ、コロナ

には皆さん十分注意をして過ごしていただきます

ように、よろしくお願いします。 

 この特別委員会も今回がこの体制での最終の委

員会となります。今年はコロナで、とにかく管内視

察も管外視察も全て中止ということでできなかっ

たんで、当局の皆さんにはかなり重圧になったこと

だと思いますけれども、委員会、本当にご苦労さま

でした。ありがとうございました。今日はその辺の

集大成というところでしっかりと、今まで言えなか

ったこともしっかり言っていただきたいというふ

うに思っておりますし。 

 それからちょっと、そうですね、僕、これビデオ

で見たんだけども、８月３日にＮＨＫの「おはよう

関西」で、１５分間で、豊岡市の移住定住の記事が、

記事じゃないな、内容が出たん、放送が出ておりま

して、あれをちょっとしっかりビデオに撮って、あ

と復習しながら見せていただきました。非常に相談

件数が今年は増えているということで、しかも何か

２０代前半の男性の豊岡市出身で大阪在住の方の

話と、それから東京にいらっしゃる方のインタビュ

ーなんかも、豊岡に移住したいという希望を聞いて

心強く感じております。 

 我々の委員会も総括みたいな格好になりますけ

れども、そういった明るいニュースがあったという

ところで、その辺のところ、また関連の部署があり

ましたら概要でも結構ですので、話していただけれ

ばというふうに思っております。 

 それでは、長々とおしゃべりしましたけれども、

着座して進めさせていただきたいと思います。 

 協議事項に入ります前に連絡をさせていただき

ます。 

 委員会中の発言につきましては、必ず委員長の指

名を受けてから、マイクを使用し、所属と氏名を名

のってから発言していただきますように、よろしく

お願いを申し上げます。 

 それでは、３番の協議事項に入ります。 

 まず、委員会所管事項について、各部署から現況

と今後の計画について一括して説明していただき、

全ての部署の説明が終了した後、質疑という形で進

めたいと思います。 

 それでは、まず、政策調整部政策調整課から順に

説明をお願いします。 

 政策調整部政策調整課、井上課長、よろしくお願

いします。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 私のほうからは、第

１期の地方創生総合戦略の総括についてご説明さ

せていただきます。 

 資料は１、２、３と、ホチキス留めのものを３つ

ご用意させていただいております。 

 コロナの影響で、地方創生の戦略会議がちょっと

延びておりましたが、７月２２日に行うことができ

ました。その中で、資料１に基づきまして、副座長

であります神戸外大の中嶋先生から報告を行って

いただいております。 

 内容につきまして、１ページ目の下ですが、大き

く３つございました。 

 １つ目ですが、今年の国勢調査の結果が出ないと

分かりませんけれども、住基データ等の人口統計で

確認できる明確な成果は認められなかったという

ことが１点目です。ただ、これにつきましては、竹

野や但東は過去１００年間で一度も人口が増えて

おらず、市全体でもずっと右肩下がりに人口が減少

していると、このような状況の中で、この第１期の

５年間ですぐさま人口統計で確認できるような成

果が出ないということは想定済みだということで

ございます。２つ目の点に書いてありますが、むし

ろ過度に短期的な成果を狙って、偶然性や外部要因
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に左右されやすい小規模自治体の統計結果に一喜

一憂し、腰を据えた持続的なまちづくりがぶれる、

途絶えるのはよくないというようなご指摘もいた

だいております。 

 ２つ目でございますが、持続的、効果的な創生戦

略の基礎を築いたことが、あるべき重要な成果だっ

たということでございます。より注視すべき戦略分

野が特定されて、その下で魅力あるプロジェクトが

始動した、市長のほうも４つのエンジンというよう

なことも言ってますが、こういったことが成果であ

るということでございます。 

 ３つ目でございます。第２期以降に向けて、持続

的、効果的施策、プロジェクトを着実に実施するこ

とが大事ということでございます。常に戦略目的、

上位目的に照らして、量的、質的改善の両面から工

夫を重ね、人口動態効果につなげることにこだわる

ということで、量的な改善では、若者、特に女性の

転出の超過抑制、これが第２期のキーになるだろう

ということもおっしゃっておられました。それから、

質的な改善では、既にジェンダーギャップの解消等

取り組んでおりますが、特に多様性を受け入れ、活

力に変えるまちを進めていくことが大事というこ

とでございます。 

 次のページをご覧ください。分析としまして、豊

岡市の創生戦略と人口動態の注目点ということで

上げております。上のところ、右肩にページ数、３

と書いてあるところですが、人口増減の要因として、

出生、死亡、転入、転出とあるうち、豊岡市では、

赤囲みがしてあります、特に出生に関しては女性人

口の減少、転入については外国人が増えている、転

出については日本人の女性が多く出ていっている

という、こういった特徴があるということでござい

ます。 

 その下のグラフ、４ページになりますが、人口減

に占める自然減の割合の増加ということでありま

す。５年平均でグラフをつくっておりますが、２０

０５年から９年、左のところで、緑が社会増減でご

ざいます、転入、転出。オレンジが自然増減で出生、

死亡。２００５年から９年の５年間では、社会増減

が６５％を占めていたと。それが４６％になり、２

０１５年から１９年、これ第１期の地方創生の期間

中ですが、逆転をしております。社会増減のほうが

４０％で、６割が自然増減によるものだということ

でございます。 

 次の、右の５ページでございますが、じゃあ、そ

の出生数の急減と女性の人口の急減ということの

説明でございます。グラフ中、横軸が年でございま

す。２０１５年までが国調の数値を使っております

ので、５年刻みになっております。２０１６から１

９については１年刻みで、住基の数字を使っており

ます。棒グラフが出生数になりまして、１９８５年、

一番左ですと１，１６６人が生まれております。ず

っと見ますと、２０１５年が６０９人、その５年後

になる２０１９年が５０７人と、もうこの５年間で

１００人、子供の生まれる数が減っているというこ

とでございます。これがかなり非常に急激に減って

いるというところで、その要因を見てみますと３つ

分かれておりまして、一番上のオレンジのグラフで

すが、これが有配偶出生率でございます。これが出

生行動で、市内で結婚している女性がどれくらい平

均的に子供を産んでいるかというグラフです。これ

については、上がったり、下がったりはしています

が、安定的に推移をしているということでございま

す。青の折れ線グラフが結婚行動でございまして、

これは結婚する数が徐々に減少していっている。赤

のグラフが、これが女性の人口です。ここが急激に

減少しているということで、今、女性の人口が減っ

ているということが、１５歳から４９歳でございま

すが、最も影響を受けているというような分析でご

ざいます。 

 その下、６ページですが、では、転出入の地理的

特徴、豊岡の転入者はどこからやってくるのかとい

うことです。上の棒グラフが日本人の男性、下が日

本人の女性、３番目が日本人男性の転入、下が日本

人女性の転入となっております。特に女性の転入に

ついては、但馬内から移ってくる割合が男性よりも

多いということが、特徴的に見られます。あと、外

国人の転入が増えているというところも特徴的で
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ございます。 

 次の７ページをご覧ください。人口動態で存在感

を増す外国人住民と書いております。定住人口とし

て、今、外国人住民約８００人、ちょっとこのコロ

ナの関係で今は減ってはおりますが、人口の約１％

を占めております。その中でも１５歳から３９歳の

若年人口に絞ると、約３％と比率は上がっておりま

す。さらに移動人口で見ますと全転入者の２２％が

外国人、さらに若年人口でいきますと２８％、３割

弱が外国人ということで、非常にこの外国人の住民

を、いかにコミュニティの一員として受け入れるか

っていうことが大きな課題だということの分析を

いただいております。 

 総括としては以上でございます。 

 続きまして、資料の２、資料の３についてでござ

いますが、まず資料の３をご覧いただければと思い

ます。 

 これが第１期の地方創生総合戦略の戦略体系図

でございます。上位目的、豊岡に暮らす価値を認め、

豊岡で暮らすことに自信と誇りを持って住む人が

増えている。戦略目的Ａとして、暮らすなら豊岡と

考え、定住する若者が増えている。この指標としま

して、人口の社会増減の緩和を掲げております。さ

らに手段Ａのところで２桁手段というもの、またそ

の下にいろいろな施策を入れておりますが、それぞ

れに実績値、一体幾ら、例えば社会増減の緩和だと

人数がどうなったかというところを、右から２つ目

の欄、実績値で表しております。さらには目標値と

いうものも当初定めておりますので、その差を第１

期の総括として上げております。 

 これを、ちょっと数字で分かりにくいので、グラ

フにしたものが資料２になっておりますので、資料

２をご覧いただければと思います。 

 １ページの①のところですが、これが戦略目的Ａ

の実績といいますか、全体の実績値になります。２

０１４年に３１３人の転入、転出の差でございます

が、３１３人、これを基準として、目標値をマイナ

ス２８１人としております。これは毎年減る数を３

１３人に対して３２人ずつ減らしていこうという

ことでスタートしました。２０１６年、１７年には

この目標値を上回るというか、クリアしまして、社

会減がマイナス１７２ということで成果を上げて

きたわけでございますが、１８年、１９年には逆に

大きく落ち込んだということでございます。これに

つきましては、なかなか詳細な要因は分かりません

が、多分でございますが、かなり景気がよくなった

ということで、若い人が都会に出て働くということ

が影響しているのではないかというようなことで

ございます。 

 続きまして、飛んでいただきまして、６ページを

ご覧ください。６ページの４つのグラフのうち、（2

3）という出生数のところでございます。これがＢ

戦略の、多くの子供でにぎやかな家庭を持つ若者が

増えているという指標の一つ、出生数でございます。

これにつきましては、目標値を６５０人以上として

おりましたが、先ほども説明しましたように、２０

１９年には５０７人ということで、さらに５年間で

１００人弱減っているというようなところで、なか

なか成果が出なかったというところでございます。 

 もう一つ、最後、８ページをご覧ください。８ペ

ージの一番最後に、３３というところに合計特殊出

生率を書いております。これもＢ戦略の指標のうち

の一つでございますが、今年の７月末にやっと国の

ほうから公表されました合計特殊出生率目標値を

１，９２としておりまして、２００８から２０１２

年の平均値、これを今、豊岡市の第１期のときに設

定した数字が１，８２でございました。直近の２０

１３年から２０１７年の平均値が、一番下に書いて

います１．７４ということで、目標値からは下がっ

てしまったという結果でございます。ただ、これに

つきましても、全国では１．４３、県でも１．４７

という数値でございますので、ほかから見れば高い

数値かなというふうに思っております。 

 それぞれにつきましては、またご清覧いただけれ

ばというふうに思いますが、戦略会議の中ではこの

ようなことを説明しまして、委員さんのほうからは、

おおむね数値としては達成できたものやできてな

いものがございますが、おおむね評価していただけ
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たのかなというふうに思ってます。 

 教育の分野であったら、やはり子供に対してふる

さと学習をしていただけることで、親としても帰っ

てこいというようなことが言いやすくなるとか、あ

るいは突出した取組の中でロールモデルができて

きた、それをもっと発信してほしいというようなこ

と、また、ジェンダーギャップの取組というのは非

常にいいことだというようなことも意見としてい

ただいております。また最近では、このコロナの影

響でＺｏｏｍを活用した、もっと地方創生ができな

いかというような意見もいただいているところで

ございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 以上で政策調整課、説明が

終わりました。 

 次に、政策調整部公共施設マネジメント推進室、

お願いします。 

 土生田室長、よろしくお願いします。 

○公共施設マネジメント推進室長（土生田 哉） 資

料のほう、１枚物お配りをしております。現在の進

捗状況と今後の計画でございます。 

 まず１つ目に、公共施設等総合管理計画の改定業

務でございます。これは、本年度と来年度をかけて

行うものでございます。既にプロポーザルを行い、

７月１０日に契約をして、５，２２７万２，０００

円で契約をいたしております。 

 業務概要でございます。まず、公共施設等適正管

理推進事業債の必要条件であります個別施設計画、

これにつきましては、既にコミュニティセンターで

あるとか学校等については出来上がっております

が、それ以外の３１４施設について策定する方針。 

 そのうちの特に人が多数お集まりになる、例えば

健康福祉センターであるとか庁舎であるとか、そう

いう常時、多数の方が出入りする施設については、

劣化診断調査を行うということで、現地調査のほう

開始しております。１１５施設を対象に、９月１６

日から１０月３０日までかけて、それぞれの施設、

事前に施設管理者のアンケート調査、気になる点が

ないかどうかなどもお伺いした上で現地調査を行

っております。 

 それから受託事業者からの提案がございました

件でございます。日常点検の研修ということで、予

防保全に向けて、職員研修もしくは施設管理者の研

修を１０月９日、竹野庁舎と日高の健康福祉センタ

ーそれぞれで現地調査、どういう点を目視で点検し

たらいいのかというふうなことを研修する予定と

しております。 

 それから、受託事業者のほうで独自提案がござい

ました。今後、施設管理を行う上で個別に、例えば

電気であるとか各種保守点検であるとかというの

を、個別発注を現在しております。ただ、こういう

ものをやっていても、また、小修繕などもそれぞれ

が個別で発注していると、こういうものを、包括的

に管理業務を委託できないだろうかということの

事前の調査をしてはどうだろうかということで、こ

れは来年度の業務予定といたしております。今回の

公共施設等総合管理計画の改定業務に併せまして、

その施設を一度、現状も見に行く中でそういうこと

を検討してはどうかということで、可能性調査及び

サウンディングまでを来年度の業務として予定を

いたしております。 

 それから、地域デザイン懇談会の運営支援でござ

います。こちらにつきましては、コロナの緊急事態

宣言もございましたので、一旦中断をいたしており

ましたが、８月７日にプロポーザル公告を再開をい

たしております。今後、１０月中旬には契約候補者

を決定し、１０月下旬に契約締結後、順次、各地域

での懇談会を開催できるよう現在、準備を進めてい

るとこでございます。以上でございます。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ありがとうございました。 

 それでは、続いて、総務部ワークイノベーション

推進室、お願いします。 

 上田室長。 

○ワークイノベーション推進室長（上田  篤） ワ

ークイノベーション推進室から４件ご報告いたし

ます。キャリアデザインについては、後ほど岸本参

事のほうからご説明いたします。 

 ジェンダーギャップ解消戦略の策定でございま
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す。こちらは、ここ２年ほど、職場を切り口とした

まちのジェンダーギャップ解消に取り組んできた

んですが、今年度は家庭、地域等を含めたまち全体

のジェンダーギャップの解消に向けた戦略を策定

することといたしております。 

 今後、戦略会議を開催して、若い世代の意見です

とか経営者の先進事例とかもこの２月からずっと

行ってまいりましたので、そういうものを反映させ

ながら、市民主体で地域に根差した未来志向の戦略

案を検討していきたいと思います。 

 （１）です。今後の策定スケジュールです。戦略

会議でございますが、これは第１回をこの連休開け、

９月２３日に開催して、第３回、１２月１６日まで

３回予定しております。その後、戦略のまとめとい

うのを年明けの１月下旬ぐらいまでにして、パブリ

ックコメント、戦略策定については来年の３月下旬

を予定しております。コロナの影響で、当初９月下

旬だったものが３月下旬とちょっと延期されてお

ります。 

 戦略会議の参加者、（２）です。委員は１０名で

す。学識経験者を含めまして、市内の経営者ですと

か多世代、多様な立場の市民の方にご参加いただき

ます。委員名簿については別紙につけておりますの

で、後ほどご覧いただければと思います。アドバイ

ザーには、去年の６月からジェンダー平等推進アド

バイザーに就任いただいてます関学客員教授の大

崎さん、それとオブザーバーには内閣府地域活性化

伝道師の田中さん。（「最後のページ」「ああ、最

後か」と呼ぶ者あり）策定支援委託業者のほうは

（株）クレアンということでございます。 

 第１回の戦略会議の中では、ジェンダーギャップ

を解消された場合のシナリオ、それと、逆に解消さ

れなかった場合のシナリオを検討して、この戦略の

目指す姿を明確化させていくというその作業をや

っていきます。従来の、どういったらいいんですか、

戦略をつくる場合に、よく当局のほうでつくった案

をいろいろとご意見をいただいて、修正かけていく

っていう方法じゃなくて、実際にワークショップと

かも委員の皆さんに体験をしていただいて、どんど

んどんどん何かいろんな気づきがあったりとか、い

ろんな意見を出していただくという、そういう方法

を今回は取ります。 

 第２回では、戦略素案とか体系図を基に検討して、

具体的な手段とか事業等についてはまた意見をど

んどん出していただくと。 

 第３回については、戦略案と体系図とＫＰＩの設

定についてまた意見をいただいて、固めていくとい

う、そういう予定をいたしております。 

 その下の四角ですが、ジェンダーギャップ解消の

取組、豊岡市のこの取組をＹａｈｏｏ！ニュースで

７月に２回、ジャーナリストの治部れんげさんが取

材された記事が一応発信されまして、これは１か月

で大体１０万人の方がご覧いただいて、これを受け

て、いろんな問合せが全国から来ているという、そ

ういう状況です。 

 ２番がワークイノベーション事業の推進、これは

事業所向けです。これにつきましては、このコロナ

の影響もございましたんで、対象を絞り込んで、市

内事業者の管理職と女性従業員向け、この２つに絞

り込んで、９月の２５日から１０月にかけて開催す

ることといたしております。 

 次のページでございます。（１）に各種セミナー

の開催の概要を書いておりますが、管理職向けにつ

いては、これ２回シリーズでワークショップと講義

の、ワークショップ、主に演劇的手法を使ったワー

クショップと、無意識のうちの偏見、決めつけなど

に気づいていただく、そういう講義、ワークショッ

プを予定しております。半日の２回で定員２０名、

予定です。 

 女性のためのキャリア支援プログラムのほうは

３回シリーズで、こちらは、今の演劇ワークショッ

プ、プラスと無意識の偏見、セミナーに加えて、最

後、自分のありたい姿というのを参加者の女性から

発表していただくという、そういう３回コースを予

定いたしております。 

 それと、（２）で事業所の従業員意識調査の実施、

これは去年も実施しまして、去年は市内の６事業者

に意識調査を実施していただいたんですけど、これ



 6 

につきましても今年度、市内事業者のご希望される

事業所を対象に、働きやすさですとか働きがいにつ

いての意識調査を実施して、当面、直面する、そう

いう課題っていうのを浮き彫りにした上で、いろん

な打ち手を専門家からご提案いただくという、そう

いう取組を今年度も実施いたします。これは９月か

ら１１月にかけて実施いたします。 

 （３）で、表彰制度の実施ということでございま

して、これは去年からずっと準備を進めてきたんで

すけど、市内の先進事業者の可視化と他の事業者へ

の波及を進めるために、この１０月から表彰制度の

募集開始を始めていきたいというふうに考えてお

ります。応募された事業所に対して１次審査、これ

は先ほどの従業員意識調査の結果を利用します。そ

れと、２次審査には専門家による経営者のヒアリン

グを実施した上で、高い水準に達しておられる事業

所に対しては表彰を予定いたしております。 

 次、飛びまして、５ページ、４の子育て中の女性

の就労促進につきましてご説明します。これはプチ

勤務ということで、子育て中の女性の短時間、少日

数の就労のマッチングという取組をやってきたん

ですけど、今年度につきましては、このコロナ禍で、

特に生活困窮につながりやすいシングルマザーに

ターゲットを絞りまして、社会福祉課が実施してま

す事業と連携して、あとハローワークさんとかも連

携して今、取り組んでいるところでございます。 

 その下の囲みの中にございますように、この７月

にはシングルマザーへのヒアリングとか実態調査

を社会福祉課サイドで実施して、この８月から９月

にかけて、市内事業所のプチ勤務に参加された事業

者に対して、このプロジェクトに対しての参加打診

をしてきました。これを受けて、１０月から１１月

にかけて３回シリーズのステップアップセミナー、

このマインドセットを目的に実施して、それを受け

て事業所の個別相談会の開催、それと、今回トライ

アルということで、ＩＴスキル装着支援セミナーに

ついて来年１月から３月まで、アドバイザー等の協

力もいただきながら実施していきたいというふう

に考えてます。 

 続きまして、キャリアデザインのほう、岸本参事

のほうからご説明します。 

○ワークイノベーション推進室参事（岸本 京子） そ

れでは、３番目に記載をしております、戻っていた

だいてというところで、豊岡市役所キャリアデザイ

ン事業の推進について説明をさせていただきます。 

 現在、２０１８年１月に策定をしましたアクショ

ンプランに掲げております、全ての職員の能力を発

揮し、市民の暮らしを支えているという状態を達成

するために、引き続き……（「何ページ、ちょっと

待ってよ」「ちょっと待って」と呼ぶ者あり）３ペ

ージです。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ３ページ、下。よろしくお

願いします。 

○ワークイノベーション推進室参事（岸本 京子） す

みません。２０１８年１月に策定をいたしましたア

クションプランに掲げておりますが、全ての職員が

能力を発揮し、市民の暮らしを支えているという状

況を達成するために、引き続き働きやすさ、働きが

い、そしてジェンダーギャップの解消を柱に、長期

的視点に立ち、研修等の充実に取り組んでおります。 

 ２つ目には、２０１９年度実施をいたしました研

修、それから、職員の意識調査で新たに確認された

当面の課題の改善に向けた取組を進めています。 

 ３つ目ですが、研修につきましては、２０１９年

の研修を基に、多くの職員一斉に行ったんですけれ

ども、少しそこは整理をいたしまして、階層ごとに

身につけておくべきスキルの研修を柱として計画

をいたしまして、課題発見力、課題解決力のスキル

アップに重点を置いて研修を実施しております。あ

わせて、２０２０年度、今年度ですが、管理職の、

特に管理職のマネジメント能力育成にも注力をす

るという方針で取り組んでおります。 

 ここで記載をしておりませんが、キャリアサポー

トシートを活用いたしましたキャリアサポート面

談、全職員を対象としたものですけれども、春とそ

れから年度末の２回、面談を実施をしているという

ことで、そこで得られる情報もたくさんありますの

で、事業推進に活用してまいりたいと思います。 
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 研修のほうなんですけれども、８種類、１１こま、

研修を予定をしておりまして、もう既に実施をした

ものとこれからの実施のものもございます。 

 最終的に１１月、１２月にかけて、今年度も職員

の意識調査を実施をいたします。 

 ３ページの一番最下段にあります４月８日とい

う日程がございますが、ＯＪＴの指導者研修を今年

度初めて実施をいたしました。新任職員の育成担当

として必要な指導能力を高めるという意味合いを

持ちまして、研修実施をいたしておりまして、今年

採用された職員に対して、各部長からそれぞれ担当

の職員を決めまして、その職員が新任の教育に当た

っているということです。ちょうどその一つの目安

となります半年が経過しつつありますので、今アン

ケートを聴取をしているところでして、中には、全

員返ってきておりませんが、同年代のサポートが心

強かったとか考え方、成長を促す指導をしてもらえ

た、それから心構えを持つことができた、それから

モチベーションを何とかそのおかげで保てている

というふうな感想をもらっています。 

 ４ページのほうには、ずっと掲げておりますが、

若手を対象としたキャリア形成研修、そしてファシ

リテーション、調整能力をつけるためのファシリテ

ーション研修、そしてリーダーシップ研修、ここ主

任級なんですけれども、特に課題対決をする、課題

発見をするというふうなところで頑張っていただ

いています。 

 ９月、ちょうど今月、後半の研修に入りますが、

２８日からスタートいたします管理職のマネジメ

ント研修です。コーチング研修、特に職員との面談

について能力を上げてもらおうということで、この

コーチング研修を課長級と課長補佐級と２回に分

けて実施をいたします。そして、演劇ワークショッ

プをここでも取り入れまして、特に無意識の偏見に

気がついてもらうということ、それがリーダーシッ

プを発揮することにつながりますので、そこの部分

も同じように、管理職のうちの課長級と課長補佐級、

それぞれ分かれて、最終的には無意識の偏見を知る、

気づくということで、演劇プラス講義形式の研修を

受けてもらいまして、一通り管理職の研修を、３研

修を終えるということです。 

 それから１０月、もう一つありまして、会計事

務・文書法制事務の初任者研修を、今年初めて実は

別枠で実施をさせていただくことにしました。一定

の業務を経験した後、自分が悩んでいること、それ

から間違ったまま業務を遂行してしまってるよう

なことも多々ありますので、そこの洗い出しをして、

また改めて知識を身につけていただくというよう

なことにしております。 

 １１月に、先ほど申し上げました意識調査で結果

を出していくということになります。以上です。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 続きまして、健康福祉部、

健康増進課、お願いします。 

 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、２０２０

年度結婚支援・多子出産応援事業についてというも

のをお願いします。 

 まず、これまでの実績です。１、結婚支援、アの

事業別成婚実績になります。成婚数として、婚活イ

ベントのはーとピーでは４組、それからお見合い制

度、縁むすびさんでは３組、それから社協のほうで

は２組、それから交流会では団体補助で１組という

ことで、合計１０組の成婚が今までに報告がありま

した。これは、過去に行った事業も含んで今年度に

報告というものですので、過去に行った事業の実が

結んだというようなことで考えております。 

 次に、イとして、豊岡市婚活応援プロジェクトは

ーとピー、婚活イベントになりますが、（イ）です。

婚活イベントの開催状況として毎月１回はと思っ

てたんですが、今の状況ですので、７月までは中止

をしました。８月に今年度初めて行いまして、カッ

プル数としては６組のカップルが誕生しておりま

す。 

 次に、ウとして、ボランティア仲人養成事業、縁

むすびさんです。それの（イ）縁むすびさん登録数

ですが、男性が４４、女性が９６の合計１４０、登

録をしていただいてます。 

 （ウ）の独身の登録数ですが、男性は１７３、女
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性が１３１、合計３０４人の登録があります。これ

のうち、事務局でも扱って登録してる方があります。

それの内訳として男性が４５、女性が５４で、合計

で９９人ということになります。 

 次に、（カ）の恋するお見合いです。これは６月

に開催を予定していましたけれども、中止をしまし

て、今度は１０月に実施をしようとしています。 

 それから（キ）のおんとおふということで、オン

ラインとか、あと交換日記の分で企画をしている分

です。登録者としては男性１０名、女性１２名の計

２２名、相手を紹介したりしてる分が延べ２７件あ

りまして、実際お見合いに至ったのが延べ１４件で、

そのうち、交際発展が８件で、交際中が７件という

ふうになっております。 

 次のページをお願いします。（ク）の活動実績で

す。組合せの相談を２８１件、プロフィール紹介が

２２２件。実際お見合いが９２件で、交際成立カッ

プルが５６組、８月末現在は４３組の交際がありま

して、そのうち、成婚が３組というふうになってお

ります。 

 次に、飛ばしまして、オですね、出会いサポート

企業推進事業、これについては、コロナの影響もあ

りまして開催はしておりません。 

 次のカの出会い機会創出補助事業についても、こ

れは申請がないというような状況です。 

 ２の多子出産応援です。アのＮＰＯ法人ママの働

き方応援隊「赤ちゃん先生プログラム」等派遣事業、

これについては、ＮＰＯ法人さんのほうと協議しま

して、やはり今年度はちょっと開催できないかなと

いうことで、今年度は中止といたしております。 

 イのママによる子育て世代向けイベントの開催

事業の補助金ですが、今の現在では申請はないとい

う状況です。 

 次に、今後の活動予定ですが、１として、豊岡市

婚活応援プロジェクトはーとピー、これについては

感染防止対策を行いまして、今後、毎月開催を予定

しております。８月以降、毎月開催したいなと考え

ております。 

 次に、２のボランティア仲人養成事業、縁むすび

さんですが、これについて、アで、１１月２８日に

縁むすびの講演会を開催します。今回、縁むすびさ

んのみを対象に研修会として実施ということで、今

までであれば広く周知して、これで縁むすびさんの

ほうの募集も行おうかなと思ってたんですけど、や

はりコロナの関係があるんで、今回は今現在の縁む

すびさんのみということで対象に開こうと思って

おります。 

 イとして、恋するお見合いですが、イの（ア）で

す。１０月に開催を予定をしております。 

 全般的にですが、今回、新型コロナウイルスの影

響のため、はーとピーとかの集団でするような事業

というのはなかなか実施が難しがったので、今の少

人数でできる縁むすびさんのほうの事業をこつこ

つとやってるという状況です。 

 説明は以上です。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ありがとうございます。 

 それでは、続いて、環境経済部環境経済課、お願

いします。 

 午庵課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） それでは、資料１ペ

ージ、環境経済課の分で、主な所管事業の進捗状況

と今後の計画についてというふうに題をつけさせ

ていただいております。 

 １つ目といたしましては、移住定住促進というこ

とでございます。（１）です。移住等相談件数とい

うことで、冒頭の委員長の話題の中にも言っていた

だきましたけども、相談件数が増えていますという

ことで、今年度４月から８月までの相談件数が２５

８件ということで、対前年比は増えてはおるんです

けど、７月までよりもその伸び方は少し落ち着いて

きたのかなと。７月までは対前年で４．２倍ありま

したが、８月まで合計をすると約２．７倍というこ

とで、多いんではありますが、少し、今申し上げま

したように落ち着いたというか、元に戻ってきたと

いうのか、ちょっとそこら辺はまだ今後、見極めて

いきたいなというふうに考えております。 

 中段の、うちオンラインっていうのは、こういう

時期でございますので、直接の相談だけではなくて、
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オンラインでというふうなことでご覧いただきた

いと思います。 

 下段の表になります。年齢別、性別の内訳でござ

います。こちらも年代的には２０代、３０代、４０

代、年代別割合というふうに記載をさせていただい

ておりますけども、そちらの合計が６１％というこ

とで、半分以上を占めております。若い方のほうに、

興味を持っていただける方が多いのかなと。ただ、

移住相談につきましては、すぐに移住をしたいとい

うことではなくて、例えば地域おこし協力隊という

ような制度がありますが、それ何ですかみたいなの

を含めての相談件数ということになりますので、全

ての方がすぐに移住というふうな相談ではないと

いうことはご承知おきいただければと思います。性

別のほうでございますけども、男性と女性とという

ことで、相談を受けたときの記録に性別を必ずお聞

きできてないという部分もございますので、ちょっ

と不明という部分がありますけども、総体的に見て

同じぐらいではあるけども、若干、女性のほうが多

い傾向があるのかなというふうに分析をしており

ます。 

 １ページめくっていただきまして、２ページ、ウ、

都道府県別の内訳でございます。ご覧いただきまし

たように、全県、全国といいますか、広くから相談

は受けさせていただいておりますが、率的に多いの

が大阪、兵庫県という辺りの関西圏、それと関東で

は東京都から率にいたしまして１５．５％というこ

とで、東京、大阪、兵庫というふうなところが多い

地域となっております。 

 ３ページございます。エの方法別っていうことで、

どんな方法で問合せがあったかという、一番最初の

段階となりますけども、やっぱり電話とかメールと

かっていう部分が多うございまして、ＳＭＯＵＴと

いうのが３段目にございますけども、民間のサイト

でございまして、昨年度の８月から豊岡市も活用さ

せていただいておるんですが、移住をしたいという

希望を持っていらっしゃる方が登録をされるサイ

トで、登録をされたところに対して、またこちらが

移住してほしいという、自治体等から情報発信をし、

その後マッチングし、やり取りをしていくというふ

うなサイトでございまして、もう入り口から、普通

の方よりは少し移住に強い思いを持っていらっし

ゃる方というところから入っていきますので、そこ

の活用部分が大きいなというふうに思います。あと

は５段ほど下に、暮らしのパーラーというのがあり

まして、１件しかないんですけども、これも昨年の

１０月から公設市場内に設置をしております。移住

された方の前後の相談等も含めて支えていくとい

うようなことでのものを設けておりますが、こちら

は１といいますのは、直接は一番最初にそちらに行

かれたということで１ではございますけども、当然

こちらのほうも電話の後からつながっていくとい

うふうな、横断的なつながりがあるということでご

覧いただきたいというふうに思います。 

 次、（２）番の移住実績でございます。２０２０

年度は８月末まででございますが、合計で３８人で

２２組の方がお越しいただいておるということで、

市の窓口を経由しての移住ということでございま

す。 

 下段のイです。定住促進補助金の実績ということ

で、移住をしていただくに当たりまして、市で準備

をしております補助金の活用状況となります。２０

２０年度８月までの欄をご覧いただけたらばと思

いますが、一番上の移住促進支援補助金については、

事前の段階、こちらにお越しいただいて、状況を見

ていただくと。そういった段階での宿泊費用の一部

を補助させていただくものでございます。 

 ２段目が今年度拡充をさせていただいたという

ことで、航空機利用、但馬空港を利用して来られた

場合と、その片道の航空運賃、回数は４回までとし

ておりますが、上限が、補助をさせていただいてお

ることです。 

 一番下の下段の金額の大きいところは、従前から

持っております、飛んでるローカルというサイトに

載っておる物件に移住、売買または賃貸で入られる

場合、その建物を改装するというようなところにつ

きまして、補助率を４分の３、上限１００万円とい

うことで補助をさせていただいております。この補
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助の１００万円につきましても、２０２０年度から

市内全域で１００万円、以前、前年度までは過疎地

域は１００万円ですけども、過疎じゃないところは

ちょっと金額、落としてというときもありましたが、

全部広げさせていただいてということでございま

す。 

 めくっていただきますと、４ページでございます。

（３）移住への各ステージに応じた支援の拡充とい

うことで、本議会にも補正予算を提案をさせていた

だいておりますけども、問合せが多い、実際に田舎

への興味を持った方が増えつつあるというふうな

状況を好機と捉えて、少しでも多くの方に豊岡市を

選んでいただいてという段階の中で、それぞれ支援

の枠を広げさせていただきたいなと。 

 上段のアにつきましては、検討段階での支援、実

際こっちに見に来ていただくということの中でレ

ンタカーの借り上げの補助、それから２つ目のちょ

ぼは、高速料金を、一定額を補助をさせていただき

たいということでございます。 

 イです。今度は移住初期の費用支援ということで、

引っ越しが当然必要になってくるわけなんですけ

ども、この引っ越しの費用を上限２０万円で見させ

ていただきたい。引っ越しの物件につきましても、

民間の物件も対象ということで拡充をさせていた

だきたいというふうに考えています。 

 ウです。次は移住後の生活支援ということで、運

転免許の取得、１世帯について１人だけということ

になりますけども、こちらの生活で必要となるであ

ろう普通免許を、豊岡自動車教習所で取っていただ

いた際の費用を見るということでございます。２つ

目のちょぼは、インターネット環境ということで、

入られた住宅等に環境がない場合の整備費の一部

を補助をするというふうなことでございます。 

 一番下のエですけども、これは新たに設けたもの

でございますが、賃貸用物件の掘り起こしというこ

とになりますけれども、借りたいとおっしゃる中で

やっぱり移住される方の傾向として、借りたい物件

というのは、特に若い世代の方には初期投資を抑え

たいというふうなところから、借りたい物件が結構、

希望があるんですけど、なかなか今度、飛んでるロ

ーカルには貸してもいいよというのがなかなか増

えてこないという部分がございますので、その原因

の一つに考えられるのが、持ち主の方がちょっとい

ろんな荷物がまだ残ってるしというような部分が

あって、やっぱり出すのはなというのがあるという

ふうなこともお聞きをしましたので、１００％では

ないかもしれませんが、事前に清掃をしていただい

て、その代わりローカルに出していただいて、借り

ていただけるようなものを促進をしたいというふ

うに考えております。 

 続きまして、５ページはもう１本の柱といいます

か、地域おこし協力隊の状況でございます。（１）

の表は１０月の募集状況です。１７の募集に対して

５６名が応募をされてということで２０名を多少

前後はすると思いますけども、受入れ団体とも調整

をしながら、採用を進めさせていただきたいという

ふうに考えております。以前でしたら１名に対して

１名という分が結構多くはございましたけど、今、

複数名応募をされてくるっていうのがありますの

で、審査といいますか、させていただいて、よりよ

い人材を来ていただけるようにということで、審査

をするのがなかなか難しいわけではございますけ

ど、そういった状況が出ていると。 

 中段の（２）には、現在の隊員数でございます。

２２名ということで、内訳はご覧いただきたいと思

います。 

 一番下段の（３）番は、１月の委嘱に向けたとい

うことで、新年度すぐに活動ができますようにとい

うふうな意味合いも込めまして、例えば植村直己冒

険館を拠点としたというようなところも含め、募集

をさせていただきたいというふうに考えておりま

す。 

 ページめくっていただきました６ページです。そ

の他、移住定住関連情報といたしまして、（１）番

はオンラインによる転職者向け会社説明会という

ことで、今までは新卒だとか新規ということで企業

説明会等はしておりますけども、今回初めて転職っ

ていいますか、今まで移住だとか転職っていうこと
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に焦点を当てた説明会をしておりませんでしたの

で、一度やってみようということで準備を進めさせ

ていただいております。開催日時は、９月２７、１

０月２５、１１月２９ということで、今現在は９月

２７日の準備ということで、業者様といたしまして

は１２社ほどご参画をしたいということでござい

ます。聞きたい側については、今日現在はまだ２名

が５社について聞きたいというふうな情報を得て

おりますが、ぎりぎりまでまた増えていただきたい

というふうに思ってます。 

 （２）番は、エコハウスの活用についてというこ

とで、これも新しい生活スタイルの一つになろうか

と思いますか、テレワークの可能性の検証というこ

とで、エコハウスを使用実験をさせていただいてま

す。下段に書いておりますように、申込みで使って

いただいて、この環境といいますか、どんな感じで

しょう、豊岡でそういった生活、今後もやっていけ

るでしょうかと。いろんなことも含めてモニターに

なっていただき、テレワークを拡大していくための

一つの資料というふうなことでさせていただきた

いいうふうに考えております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ありがとうございました。 

 以上で説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

○委員（福田 嗣久） ちょっとよろしいか。 

○委員長（嶋﨑 宏之） じゃあ、福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 一番最初この分ですけども、

この第１期創生総合戦略の総括なんですけど、これ

は何年から何年でしたっけな。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） これは２０１５年度

から２０１９年度です。 

○委員（福田 嗣久） それで、一番冒頭、説明もし

ていただいた総括ということで、人口統計を確認で

きる成果は認められないということ。今やっておら

れる国調ね、この辺りの確認がいるんでしょうけれ

ども、どこだったかな、第１期ですぐさま人口統計

で確認できる成果が出ないことは想定織り込み済

みという説明をされて、腰を据えた持続的まちづく

りがぶれる、途絶えることはよくない。これもよく

分かるんですけれども、私的に申し上げると、もう

地域が劣化したのが非常に感じるんです。だから、

全体でのこともよく理解はするんですけども、私的

に相談を受けることがもう家じまいのことばっか

り受けるもんですから、すぐさまは結果が出ないっ

ちゅうことは理解はするんだけれども、ある程度、

地域柄で、さっき、これも冒頭言われました但東、

竹野１００年間、人口増えたことがない。確かにそ

う、それは私もよく知ってるんだけど、ここへきて

急激なんでね、長いお経を読んどられん面も実はあ

るんです。 

 そうして考えると、市内全域のことをおっしゃる

のはよく分かるんで、それは市内のこういったとこ、

こういったとこ、こういったとこということはもち

ろん理解しながら聞くんですけれども、本当の家じ

まいのことを考えていけば、家じまいが広がってく

る、地域じまいになってくるんですよね。ほんで特

に但東でいったら、井上さんのところや私とこね、

非常に厳しい状況があるんで、そこらの濃淡という

か、その辺をつけて、第１期がこれ総括するんだけ

ど、第２期に向かっていっては、それをやっていか

んと、地域じまいがほんまに目の前に来てるなとい

う気がして、個別の相談事はできるだけ対応するん

ですけれども、個別のことじゃなくて、地域じまい

のことが本当にテーマとして上がってくるんじゃ

ないかなという気がしているんです。だから、それ

を市として人口減少、少子化、全体を考えるのはも

ちろんそうなんだけども、地域を見たとき、もっと

細分化していって、それは振興局との関連もあるん

ですけれども、その辺まで考えていって、手を差し

伸べるいったらおかしいけれども、ちょっと考えて

いかんと手後れになる地域が出ますよということ

は非常に私感じますんで、その辺の感覚はどういう

ふうに捉えられますか。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 以前の委員会でもお

示しましたように、地域ごとの人口減少、やはり委
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員おっしゃるようにいろいろ特徴があって、やはり

但東辺りはずっと下がってきている状況にござい

ます。ただ、なかなか今の地方創生が豊岡市全体で

人口を緩和していこうということに重きを置いて

おりますので、今、地域のことについては今のとこ

ろ、それぞれの振興局で頑張っていただいてるよう

な状況かなというふうに思っております。 

 もう一つ、さっきの地域じまいという話もありま

したけれども、コミュニティができたっていうとこ

ろも、その辺りを意識してやっているところだと思

いますので、なかなかそれぞれの区ごとで力が出せ

ないところは、コミュニティ全体で活力をつけてい

ただいて、そこに魅力を感じて、さっきの協力隊で

すとか移住希望の人が入り込んで、みんなでより活

力を高めていくというようなことになるんじゃな

いかなというふうに思っております。以上です。 

○委員（福田 嗣久） ありがとうございます。その

辺は理解はしておりますし、難しい課題ですけども、

コミュニティとか振興局ということだけに投げて

る話じゃないとこもあるんでね。本当に大変な課題

だと思うんですけども、その辺は私自身、本当に

切々と感じるとこがありますんでね、こうして頭だ

け下げて、もうやめときますわ。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ほかにございませんか。 

 じゃ、浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 私も地方創生の関係、地方創

生のことについて１点だけお尋ねしたいと思いま

す。 

 まあまあ、戦略の統括ということでありますけど

も、一応私、気になることは、やはり専門職大学が

コロナで実際ちょっと認可の時期が遅れてという

のが、１０月には下りそうだと。でも、８月の中旬

に文科省からも現地視察来られて、非常に感触のい

いコメントもいただいてということの中で、いよい

よ募集のほうは別としまして、やっぱり開学すると

すれば、８０人が全寮ということになります。４年

たてば３２０人、こういう若者が中心市街地に、言

わば定住より関連で住むということになりますね。

そういうことの中で、中心市街地の中でのいろんな

まちづくりの３１年度版出ました。そういうことの

中で、そういう若者の活力、にぎわいと潤いという

ようなことでまちづくりでは言っとるんですけど

ね。こういうことにリンクして、やはりそういうも

のにいかに呼び込むんじゃなくて来るわけですか

ら、それがいかに定住に結びつくか、さらにはその

若者たちにどういうふうに戦略として、まちづくり

にそういう若いエネルギーを生かしていくか、そう

いうとこがちょっとこの中では読み取れないなと。

ですから、すぐにも、ここ来年の話ですから、やは

りそれを先取りするぐらいな意欲のあるものにさ

れたら、どうでしょうかという強い思いがあります

けども、どうでしょうか。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 第１期の中には、な

かなか明確にそれが位置づいておりませんでした。

ただ、第２期のほうには、新たな視点ということで、

専門職大学との連携というものを強く入れており

ます。この戦略会議の委員の中に平田オリザさんも

いらっしゃって、特にやはり数だけでなく、外国の

外国語ができる方もたくさん入ってくる、そういっ

た方が地域にいい影響、あるいはさっき言いました

外国人がたくさんこれから豊岡市にも入ってきて

というところでいきますと、その辺りが大学との連

携あるいは学生との連携になっていくのかなとい

うふうに思っております。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 関連してです。今、平田オリ

ザさんの話が出ました。ただ、このコロナ禍という

ふうなことで、非常にこれが出てくる。今までみた

いなインバウンドでも非常に爆発的に、言わば演劇

祭も国際が取れて、やはりまだ一般のそういう行き

来は非常にできない、できにくい。そういうことも

踏まえて、やはり一番この専門職大学もそうですし、

外国人がたくさん来るのは、これは就労のほうで、

言わば農業、漁業、まあまあ、そういう若者も見た

ら多いというふうなことの中で、そういうものも少

し、やっぱり意識して書いていかないと、今までみ

たいな、総花的に、言わば演劇祭からなかなか国際
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の冠が使えられないような状況下もあるし、その辺

のこともやっぱり今、実際起きている現状も含めて、

見直しとは言いませんけど、それも若干やっぱり意

識しながら、まとめていただきたいなというのが思

いですけど、どうですか。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） まさにその辺は８０

人ずつ増えていきますし、非常にいい効果が期待で

きると思いますので、また大学や担当課のほうとも

連携して、どんなことができるのかっていうのを早

め早めに検討できたらというふうに思います。以上

です。 

○委員（浅田  徹） ありがとうございます。 

 もう１点。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） これは、ジェンダーギャップ

でずっと気になってる課題です。特に市役所といい

ますんか、この行政を一つの、まあまあ、モデルと

いうようなことになるわけですけども、ここにあり

ますように、９月２３日にジェンダーギャップが解

消された場合のシナリオと解消されなかった場合

のシナリオを検討すると。これがどの、どれがされ

て、どれがされなかったのか、やはり一つのそうい

うものを、シナリオをつくるわけですから、どれが

分岐点になるのかというふうなね、非常に難しいも

のの中で、それでもって目指す姿をっていうふうな

ことがあるわけです。 

 それと、今度、地域にも目を向けていこうという

ふうなことの中で、ご承知のように、地域のウーマ

ンパワーじゃないんですけど、今年聞いています情

報によりますと、女性交流会が解散をされると。こ

れは昔々、昭和２５年に、婦人会という全ての地区

に組織といいますか、そういう流れっていうんか、

地域の流れ、なかなか若い人たちが組織で活動する、

組織立っての活動といいますんか、それと一応流れ

としては、そういう権利とか生活とかいう分では一

応成果を上げての、僕は解散かなという思いをしと

るわけですけども、ただ、今、地域で活躍いったら、

いろんな例えば福祉の見守りから、いろんなサロン

とか、そのほとんどが私の知ってる限りでは、もう

女性に頼らざるを得ないという、大活躍なんですね。

そういうとこら辺の、言わば何がその地域も含めて

というふうなことが、働く云々とこまでいってます

けども、やっぱり社会全体をいかに女性が支えてい

くか、活躍しているか、どの辺までの中での一つ一

つの分岐点といいますか、非常に僕は難しい課題を

あえて何かチャレンジされるかと思いがあるんで、

それについては、どういうふうにお考えで進められ

ていくのか、お尋ねしてみたいと思います。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 上田次長。 

○総務部次長（上田  篤） 今の浅田委員のご質問

に対してですが、まず第１回の会議でのこのシナリ

オ、解消された場合、されなかった場合っていうの

は、これはシナリオプランニングっていうワークシ

ョップの今、一つの手法でして、解消された場合、

どういう状況になるのか、逆にジェンダーギャップ

が解消されない場合、どういう状況になるかってい

うものを、それぞれこういうポストイットで委員の

皆さんにずっと書いていただいた。それで、まず、

イメージをずっとしていただくということからス

タートしまして、実際、解消された場合にどういう

状況になっていくのかを、戦略案、目指す将来像と

か等とどういうふうにリンクしていくかっていう

のは、ずっとそれぞれのご意見でまた集約していっ

て、当然、集約する前に、今年２月に実施しました

２０代とか高校生の若者の意見も、そのワークショ

ップをする前に十分ご説明して、若者はどういうふ

うに考えてるのか。このジェンダーギャップの解消

戦略っていうのも、当然やっぱり今の高校生とか２

０代っていうのが２０代、３０代になるときに向け

ての戦略でもありますんで、まず、そこをきっちり

理解した上で、された場合、されなかった場合って

いうのを、それぞれの委員さんにちょっと想像して

もらうというとこからスタートしていきます。これ

実際、各議員さんには開催についてご案内してまし

て、既に傍聴したいというお申し込みもいただいて

るんですけど、これ、どういうんですか、言葉で説

明すると、なかなか説明しづらいんですけど、ぜひ、
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もしお時間ありましたら、戦略会議でちょっとご確

認いただけたらと思います。（発言する者あり） 

 それと、あと、さっき女性交流会が解散されたと

いうこと、本当、今までいろんな男女共同参画とか

の中で、まちづくり中で、きちんと実績を積み上げ

てきていただいて本当に感謝してます。でも、どう

しても高齢化というのがあって、今回そういう結局、

廃止、解散されることになったと思うんですけど、

やっぱり時代の趨勢っていうのがどうしてもあっ

て、今の、がちがちのお付き合いとかネットワーク

から緩やかなネットワーク、例えばＳＮＳとかを活

用した緩やかなネットワーク等に移行していくと

いう中で、今後やっぱりそういうことも十分踏まえ

ながら、その次の世代っていうんですか、若い世代

のことも考えながら、そういう今度、女性交流会が

解散された後の、どういうふうに展開していくのか、

市民の皆さんにどういうふうに参加していただい

たのかっていうのは、この戦略会議の中で委員さん

のご意見もいただきながら、それは検討していきた

いなと思います。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 悪いですが、本当に言葉遊び

にならないように、しっかりと市民のための生活、

やっぱり現場、実際に根差した、それもしっかり酌

み上げて、プランニングだけにならないように、こ

れはひとつよろしくお願いします。以上です。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ここで暫時休憩をいたしま

す。（「そう」と呼ぶ者あり）はい、再開は１０時

４０分。 

午前１０時３３分休憩 

──────────────────── 

午前１０時３９分再開 

○委員長（嶋﨑 宏之） それでは、まだ時間より１

分早いですけども、休憩を解きまして、会議を再開

いたします。 

 皆さん、質疑の継続ですけれども、何かございま

せんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 移住定住のことでちょっとお

尋ねをしたいんですが、移住希望者が非常に多くて、

大変ありがたい話だなというふうに思うんですが、

ただ気になるのが、これ建設経済委員会でもちょっ

と問題になったことがあるんですが、移住者のどこ

に移住するかということによって、その移住先の地

域の慣習というんかね、もっと、じゃあ、簡単に言

ったら日役とか、こんなの慣習ありますね。このこ

とをしっかりやっぱり移住前にお伝えをしないと、

聞きたいのが、移住はしたけども、こんなはずじゃ

なかったと、思いが違うわいって再移住してしまっ

たような事例はないのかと。もしあったら、その辺

をしっかり調査をして、どういうんかな、移住者の

負のイメージにならないように、しっかりそこから

学ぶことが大事だと思うんで、その辺の追跡がある

のかっていうことをお聞きをしたいなと思うんで

す。 

 ていうのは、具体的な例として、県立の大学院の

生徒を栄町の市営住宅に特別な扱いで、特別な扱い

いったら叱られるけども、入居されてますね。それ

住宅の居住者の人から、彼らは自治会にも参加して

ないと、そんなことでええんかいと、住んだら自治

会に参加をしてというのは、皆さんの、入居者の条

件っておかしいけど、そんななっとるのに、この大

学院の生徒はその辺が全部免除みたいやと。これは

住宅の問題ではあるんですが、そういう住んだ先で

そこの住民としてやっぱりなじんでいかないと定

住っていうのできないと思うんでね、あえてそうい

う事例はないのかっていうことと、もしあったら、

そこから何を学んだのかという辺りも含めて、移住

定住をさらに前に進めるためにもちょっとお聞き

をしておきたいです。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） 今、議員がおっしゃ

ったことは大事なことだと理解をしております。例

として挙げられました大学院生の件については、ち

ょっと承知をしておりません。類似のものがあるか

についても、詳細な事例がありますいうとこまでは

把握はしておりませんが、当然、双方、来られる方

もそうですし、受け入れる側もそうだと思います。
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ただ単に移住して来られて、全部、地域のことをし

てもらうために来てもらったんだというスタンス

ではなくて、お互いが譲り合うところは譲り合いな

がら、よい関係を持ちながらしていただければと当

然思っておりますので、そういったもののための事

前の情報だとかっていうのは可能な限りお伝えす

るようなことで、努めてまいりたいと思います。た

だ、民間で直接来られるっていうようなところまで

は、ちょっとなかなか難しい部分もあるかと思いま

すけども、行政が通った部分については少なくとも

そういったことで対応ができるようにしていきた

いと思います。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 再移住の話を聞いてない。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） 私個人としてはちょ

っと聞いてないですけど。（「あるだろうな」と呼

ぶ者あり） 

○委員（村岡 峰男） あるだろうけども、お聞きに

なってなけりゃ、そりゃあ、しようがないんで、は

いはい、それだけ。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ほかにございませんか。 

○委員（浅田  徹） 今のに関連して。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 村岡さんに関連してですけど

も、たしか移住定住、移住に関しては、現在でも、

もう私の地区でも１８０棟ぐらいなアパートがあ

るんですね。その３分の１ぐらいは管理会社のほう

から、入居されてもプライバシーなので、名簿も一

切何も出しませんと。ほんで、ここに区費はもうち

ゃんと払いますけども、名簿だけは、これはそうい

う契約で入っていただきますということあるんで

すね。住民票等は、入ってくる人もありますし、見

てたら、やっぱり市外からの若いご夫婦が新しくで

きた、本当にきれいなマンションに来られる。それ

が長いことおられるかどうか、いろいろとケースは

あるんですけども、その辺の、言わば特に賃貸の関

係ですね。新築、持家はやはり今なじんでいただき

やすいし、それは中古でもそうです。そこで居を、

住む。ところが、賃貸の場合で来られた方について

は、一応にその辺が、今の住宅というんか、賃貸の

管理会社といいますんか、そういう仕組みで一切、

もちろんですから、誰が住んでいるか分からない。

区の活動も事業も一切、もう全く関わりがないとい

うことを条件に入ってこられる場合があるんで、そ

の辺のところが、どういうふうにこれから考えてい

かれるのかなというふうなところについてお願い

したいと思います。（「難しいな」「難しいわな」

と呼ぶ者あり） 

○委員長（嶋﨑 宏之） じゃあ、坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 本当おっしゃるよう

なことは我が地区でも起きてまして、同じような問

題をどこも抱えているんだろうと思います。ただ、

受け入れる側といいますか、その許容力というのか、

そこもすごくこれから重要になってくるのかなと

いうふうに思ってまして、豊岡を目がけて、この場

所が気に入ったっていって来られる方は、意気揚々

と来られるので、やっぱりその人たちを最初、しば

らくの段階、しっかり見守ってあげるみたいな、そ

ういう地域の包容力もこれからすごく必要になる

んだろうなと思います。最初、政策調整のほうから

ありましたけども、外国人の方なんかも同じような

ことだろうと思ってまして、どうして仲間として導

いてあげるかっていうことも、受け入れる側も試さ

れているという今、状況だと思いますので、村岡議

員もおっしゃったように、情報をしっかり与えると

か、そういったことはきちんと進めながら、受ける

側もしっかり受け入れる体制を取っていくってい

う、そういう両方が必要なのかなということを強く

感じてます。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ほかに。 

○委員（福田 嗣久） もう一つだけよろしいか。 

○委員長（嶋﨑 宏之） じゃあ、福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 経済部のほうに、移住定住の

相談件数も増えて、その上でいろんな施策が打ち出

されておりまして、大変結構なことだと思っている

んですけども、もう一つの視点で、この１月、２月

からコロナが発生して広がってくる中で、僕、半年
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したら倒産が増えるということは想定してたんで

すけど、そういう状況が出てきつつあるなと思って

る状況で、それともう一つ大事な視点が、廃業が増

えると思うんですわ、間違いなく。これ、前も申し

上げたと思うんですけど、その廃業が増えることを

少し何だ、転職防止だなんておっしゃいましたけど

も、その辺も経済課だけでは無理でしょうけども、

商工団体あたりと一緒に、廃業の受皿としての転職

ということを大事にしていかんと、地域の劣化が始

まりますんで、その辺の視点が必要だなと思って聞

いてましたんですけど、ちょっとだけお答えいただ

いたら。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） おっしゃるとおり、

すごく重要な視点だろうと思ってまして、まだそこ

までできてないというのも実情ではあります。この

前の新聞でも、ちょっとご覧になったかは分かりま

せんけど、民間の方で、移住者の方と地域の承継で

きるような事業を結びつけるっていうマッチング

を、職業紹介というきちんとした手段として立ち上

げた方が出てまいりました。大開通りで事務所を構

えて、そういうことを取り組んでいかれるっていう

ことがあるので、ここは本当むしろ連携してやった

ほうがええなというふうに思ってまして、我々の移

住施策と、それから商工団体のそういう廃業につな

がりそうなところみたいなところをマッチング、う

まくお互い情報共有できたら面白いことになるな

ということは思っております。そういう動きがちょ

っと出てきているということは、ご承知おきくださ

い。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 倒産は半年、１年でかなり強

烈に来ますけれども、廃業はやっぱりその後につな

がってきますんで、廃業してしまうと、もうその産

業は立ち上がらないっちゅうことなるし、かばんが

かなり多い、この豊岡市街地、多いんだけども、そ

れにしてもどこ行くか分かりませんので、仕事とし

て、やっぱりそういうことを拾うと、肝腎の場は、

なかなか市だけでは難しいと思いますけどね。だけ

ども、その力がなかったら、地域の劣化が、この経

済的なダメージがやっぱり地域に広がっていきま

すので、ぜひ力を入れていただきたいと思っており

ますので、これ、よろしく。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ほかにございませんか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） すみません、直接、移住定住

に関わるのかどうかとなるとちょっと微妙なんで

すけども、先日、市のホームページで、地域や行政

課題の解決に向けた実証実験ということで、アーバ

ンイノベーション豊岡というのが募集していると

いうことがあったんですけども、その点にちょっと、

あまり聞き慣れない事業がぽんとホームページ出

てきたんで、何かちょっとご説明いただけたらなと

思うんですけども。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 坂本部長、どうぞ。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 今、こういう動きが

すごく活発に出てきてるんですけど、地域課題をこ

ちらが提示をして、企業の側がそれをはいと手を挙

げて、解決の糸口を見つけてくれて、それが全国共

通課題として一つ、要は立ち上げるのにはイニシャ

ルコスト要りますけど、全国にそのシステムが売れ

ていくと、企業としてももうかっていくみたいなこ

とで、地域課題解決を企業と結びついてやるという、

そういう取組が各地で広がってます。今回、Ｕｒｂ

ａｎ Ｉｎｎｏｖａｔａｉｏｎ ＫＯＢＥさんが、

国の補助メニューを使ってやる地域の一つとして

豊岡を選んでくれて、タッグを組んでやりましょう

ということが始まったという状況です。 

 さっきの移住の話とも絡むんですけど、これまで

ＩＴ企業誘致みたいなことを積極的に進めてきて

まして、それはなぜかということ、若い人たちや女

性の働き場所がこんな事務所を建てなくてもすぐ

展開できるっていうふうなことがあって、若者、女

性の定住ということも含めて、ＩＴ企業に狙いを定

めてきたんですけど、今回コロナ禍で、もうＩＴ企

業に限らず、地方でも働けるじゃないかという、そ

ういうテレワークやサテライトオフィスの動きが

急速に高まってきてますので、ちょっとその辺は意
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識をして全方位にちょっと網を張って、いろんな企

業が豊岡のほうを向いてくれるんなら、積極的につ

かまえていくみたいなことをやっていこうと思っ

てます。その一つにその動きも含まれてるというふ

うに思っていただいたらと思いますが。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 今まで市の中、恐らく地域お

こし協力隊の方がこの地域の中の課題解決にとい

うことだったと思うんですけども、逆にこういう大

手の企業であったり、その方たちと、今はここでは

豊岡市ということなんで、市の職員がうまく協働し

てそういうのを考えていくという、始まったばかり

というよりは、まだスタート地点に着くための準備

段階っていうことであると思うんですけども、とっ

てもいいことだと僕は思ってるんです。昨年、福岡

市に行ったときに同じような取組をされてたんで

すけども、そういう意味でも、多分、今は全国的に

これを始めてるところだと思います。職員と企業な

んですけども、やはり職員の先には、地域課題を持

ってるその地域が必ずあると思いますので、その辺

ともきっちりとうまく連携をするように、今後その

辺も考えていただきながら進めていただければ、逆

に言えば、そこの地域の問題を関わってくれるその

企業の方も気に入って、いわゆるサードプレイスと

いうような形で入ってくれるのかなと思いますし、

その辺で地域の情報であったり、そういうのもプレ

ゼンしながら、しっかり進めていただけたらと思い

ます。以上です。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ほかにございませんか。 

 足田副委員長。 

○委員（足田 仁司） まとめて３点ほどお尋ねしま

す。 

 その前に、ジェンダーギャップの取組で職場とい

う切り口に加えて、家庭、地域等を含めた戦略策定

が今年度予定、計画されてるということで、非常に

いいことだと思いますので、しっかり進めていただ

きたいなと思います。 

 その関連でキャリアデザインの取組なんですけ

ど、いろいろ職員に対してアプローチされてるよう

ですけども、いろんな取組の場に人事課は関わって

いるのか、また関わるとしたらどんな形でっていう

のを教えていただきたい。 

 それから、次が公共施設マネジメントの事業の関

係ですけど、非常に特殊な業務なんですかね、すご

い高額な入札、入札といいますか、契約額になって

おります。予算額のかなり入札で言えば、入札率と

いいますか、高いように思いますけども、これは実

際、入札で決められたのか、それとも特殊な業務な

のか、今、どの辺りがどう特殊なのか、ちょっと業

務の内容も概要が分かれば教えていただきたいで

す。 

 それと、あと１点、これはどこだったかいな、政

策調整課のこれはパワーポイントですかね、５ペー

ジ、大きな２で豊岡市の創生戦略と人口動態の注目

点のこの棒グラフ、折れ線グラフの下の説明欄に有

配偶出生率とあるんですけど、この意味と、それと、

これの逆の意味の無配偶出生率っていうのがある

のか。あるとしたら、このデータにそれが組み込ま

れていない理由があれば教えてください。 

 ３点、お願いします。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 岸本参事。 

○ワークイノベーション推進室参事（岸本 京子） 人

事課との関係性ということでお尋ねをいただいた

んですが、幸運なことに背中合わせで人事課と職場

を同一にしておりまして、当然、人の管理は人事課

がしております。常に情報共有と研修を実施するに

当たっても説明といいましょうか、こういうものを

するというふうなスケジュールも含めて常に共有

をさせていただいて、あわせて、人事課の研修とか

ぶらないような形で、年間の中で調整をさせていた

だいてるというような状況ですので、別々に違った

方向に走ってるというふうなことではないという

ふうに認識をしております。以上です。 

○委員長（嶋﨑 宏之） よろしいか、続けて、説明

していただいて。 

 じゃあ、次は、土生田室長。 

○公共施設マネジメント推進室長（土生田 哉） 今

回の契約につきましては、プロポーザルで行ってお
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ります。予算上限を示しまして、その上でというこ

とで、通常の予定価格を定めた入札行為ではござい

ません。ですから、ほとんどの業務が人件費側、今

も現在、先ほど申し上げましたように、施設のほう

の老朽度調査のほうに２人１チームで、それぞれ２

チーム程度が入りまして、それぞれの施設を１時間

ないしは２時間見て回るということで、それらと後

の取りまとめ、個別施設計画の取りまとめというこ

とで、それらでございますので、業務自体が特殊な

ものというふうな考え方しております。以上でござ

います。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 続いて、じゃあ、井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 有配偶出生率、市内

で結婚している女性がどれくらい平均的に子供を

産んでいるか、結婚した方がどれだけ産んでるかと

いう率でございます。無配偶出生率、要は結婚せず

に子供を産まれるっていう方については、ちょっと

私の中では、そういう言葉は聞いたことないなとい

うふうに思っております。データとしても今、持ち

合わせてはおりません。よろしいでしょうか。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） 政策調整課長にお尋ねします。

配偶者のいない、いわゆるシングルマザーも存在し

てると思うんですけど、その方たちは数に入ってこ

ないっていうのが、それでいいのかどうかも含めて

ちょっと説明をお願いします。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 国勢調査等の統計で

とっておりますので、今、有配偶の出生率という形

でやっております。なので、今は入っていない状況

でございます。シングルマザーの方で産まれた方っ

ていうのがあるのかどうかっていうのは、また調べ

ておこうとは思いますけれども、今は入っていない

状況でございます。 

○委員長（嶋﨑 宏之） よろしいですね。 

 ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（嶋﨑 宏之） ほかにないようですので、

それでは、以上で所管事項の説明については終わり

たいと思います。 

 この際、当局から何か発言がありませんか。せっ

かく来ていただいたんで、発言なかったら塚本部長

に正木部参事、一言。 

 久保川部長。 

○健康福祉部長（久保川伸幸）ありません。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 成田部長。 

○総務部長（成田 寿道） 特にありません。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ありがとうございます。 

 それでは、ないようですので、当局の職員の方は

退席をしていただいて結構です。お疲れさまでした。 

〔当局職員退席〕 

○委員長（嶋﨑 宏之） それでは、引き続き委員会

を継続します。 

 次に、（２）委員会の運営方針についてを議題と

いたします。 

 委員会重点調査事項を２ページに添付しており

ます。特にご意見がなければ、前回と同様でいきた

いと思いますけれども、ご意見はありませんか。

（「なし」「なしになるわ」「非常によくまとめて

いただいておりますと私は思います」と呼ぶ者あ

り） 

○委員長（嶋﨑 宏之） ご異議がないようですので、

そのように決定いたしました。 

 次に、（３）委員会調査中間報告書（案）につい

てを議題といたします。 

 過日、委員会調査中間報告書（案）を送らせてい

ただき、一度、皆さんにはお目通しいただいている

ことと思いますけれども、修正等ありましたらお願

いをいたします。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 赤字やら青で線が入ってるの

がありますけど、データで、それは委員会の意見が

あって、こういうふうに直すという意味合いですか。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 事務局、小林主幹。 

○事務局主幹（小林 昌弘） 中間報告書の案の赤字

と青字のことですけども、先に委員さんのほうに送

らせていただいた分から、当局のほうに一度目を通

していただいて、当局側としてこういうことで修正
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をしたほうがいいんじゃないでしょうかというこ

とで、青字がもともとの分、赤字が修正案というこ

とで……（「当局案」と呼ぶ者あり）はい、つけて

おります。ご協議をお願いします。 

○委員長（嶋﨑 宏之） ということです。（「委員

長、違っとったです」と呼ぶ者あり）よろしい。 

○委員（浅田  徹） 問題ないと思いますね。日付

の訂正なんかもあれか、今……。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 議員と、やはり当局とのがち

んこで、やっぱり精査した中で見て私はもうこれで

いいのかなと。特別、逸脱するものはありませんし、

日にちの修正等は当然これもうきっちり的確に、特

に数字に関わる、そういう意見です、私は。 

○委員長（嶋﨑 宏之） 分かりました。確かに僕も

前段で言いましたし、ここにも書いてありますけど、

あんまり今年はどの委員会もそうだと思いますけ

れども、コロナのためになかなか思うとおり進捗が

できなかったことが非常に残念なことであります

けれども、これも致し方ないと思います。 

 それでは、この当局からの修正が入りましたけれ

ども、当委員会の中間報告書として提出することに

ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（嶋﨑 宏之） ないようですので、それで

は、そのようにさせていただきますので、よろしく

お願いをいたします。 

 なお、この委員会調査中間報告書については、今

期定例会閉会日に議場配付する予定となっており

ますので、ご承知おきください。 

 それでは、（４）番、その他についてを議題とし

ます。 

特に議題は設けておりませんけれども、何か皆さん

のほうから発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（嶋﨑 宏之） ないようですので、それで

は、以上をもちまして委員会を閉会いたします。お

疲れさまでした。 

午前１１時６分閉会 

──────────────────── 

 


